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新
訳

『
大
方
庚
傍
華
厳
経
』
音
読
史
に
お
け
る

喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

の
音
注

。
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

日
本
に
お
い
て
、
呉
音
中
心
に
読
み
継
が
れ
て
来
た
代
表
的
な
経
典
と
し

て、

『妙
法
蓮
華
経
h

『
大
般
若
波
縫
蜜
多
経
』
お
よ
び

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
読
議
音
を
加
点
し
た
古
訓
点
資
料
が
残
存
し

て
お
り
、
日
本
漢
字
音
史
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ

ら
の
古
訓
点
は
、
古
来
の
説
諭
音
を
残
す

一
方、

日
本
漢
字
音
史
上
の
変
遷

を
も
反
映
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
仏
典
読
縞
立
回
は
、
「
口
論
伝
承
時
代
」
か
ら
平
安
後
期
に

「加

点
(
記
述
)
伝
承
時
代
」
に
入
っ
た
と
さ
れ
、
平
安
後
期
以
降
、
口
論
伝
承

時
代
の
読
諦
音
を
体
系
的
に
整
理
し
た
音
義
が
出
現
す
る
。

『
法
華
経
』
の
音
義
は
、
日
本
伝
承
読
諦
音
と
中
国
反
切
と
の
不
一
致
を

解
消
す
る
た
め
、
九
条
本

『法
華
経
音
』
や
保
延
本

『法
華
経
単
{
子
』
以
降
、

「
和
風
反
切
」
と
呼
ば
れ
る
反
切
を
生
み
出
し
た
。

明
大
般
若
経
』
の
点
目
義
も
、
員
興
『
大
般
若
経
音
訓
』
(
逸
書
)
や
公
任

『
大
般
若
経
{
子
抄
』
の
よ
う
に
、
同
立
田
字
注
ま
た
は
仮
名
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
国
の
反
切
音
と

一
致
し
な
い

B
本
の
伝
承
読
諭
音
を
注
し
む
日

『
法
華
経
』
『
大
般
若
経
』
そ
れ
ぞ
れ
の
方
策
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
伝

承
説
諭
音
が
保
持

・
継
承
さ
れ
た
。

佐
々
木

勇

『
華
厳
緩
h

の
場
合
、
「
加
点

〈
記
述
)
伝
魚
崎
代
」
の
音
義
は
、
高
山

寺
蔵
『
新
訳
議
厳
経
音
義
』
『
貞
元
議
厳
経
音
義
』
安
貞
二
年
(
一

二
二
八
)

写
本
が
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
喜
海
撲

『
新
訳
華
厳
経
音

義
』
は
、
嘉
禄
三
年

こ

ニ
二
七
)
に
宋
版
の
反
切

・
同
音
字
注
を
引
用
し

て
成
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
反
切
・
同
音
字
注

「
伝
承
呉
音
で
鵠
叫
ん
で
該
字
の
立
日
と
声
調
を
導
き
出
し
た
。
」
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。

を

栄
版
の
反
切
を
伝
承
呉
音
で
読
ん
で
も
、
帰
字
の
立国
が
日
本
漢

今
J

キ
シ

立
固
形
と
な
る

「僅
渠
鎌
反
」

『鋭
沼
山
修
反
」
の
よ
う
な
場
合
が
有
る
。
沼
本
克
明
(
一

キ
シ

キ
ン

九
八

O
)は
、
こ
の

「儀」

『貌
」
な
ど
を
、
「
反
切
島
国
の
結
果
が
漢
音
形
と
な

っ
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
し
た
。

こ
こ
に
、

『
華
厳
経
h

は
、
『
法
華
経
』

『
大
般
若
経
』
と
は
異
な
り
、
伝

承
説
諭
立
日
よ
り
も
中
国
の
反
切
音
を
優
先
す
る
場
合
が
有
っ
た
の
か
、
と
い

し
か
し
、

う
疑
問
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
二
点
を
調
査

・
考
察
す
る
こ
と
を
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

A
.

新
訳
『
華
厳
経
』
読
論
音
に
、
宋
版
の
反
切
に
よ
っ
て
漢
音
に
変
更

さ
れ
た
も
の
が
存
し
た
の
か
。

B
.
新
訳
『
華
厳
経
』
音
読
史
に
お
い
て
、
喜
海
援

『
新
訳
議
厳
経
立
田
義
』

の立回
一注
は
ど
の
よ
う
に
佼
慣
づ
く
の
か
。



右
の
問
題

A
B
を
解
明
す
る
た
め

左
の
方
法
を
採
る
。

A
.

喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
成
立
以
前
の
新
訳
『
華
厳
経
』
読

諦
音
に
お
け
る
漢
音
加
点
例
を
調
査
す
る
。

B
 

①
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
が
引
用
し
た
宋
版
反
切
・
同
音
字

注
が
反
映
す
る
中
国
音
を
推
定
す
る
。

②
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
に
お
け
る
反
切
・
同
音
字
注
と
仮

名
音
注
と
の
異
同
を
見
る
。

③
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
立
日
義
』
の
宋
版
反
切
・
同
音
字
注
お
よ
び

仮
名
立
国
注
を
新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
史
上
に
位
置
づ
け
る
。

一
、
新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
に
お
け
る
漢
音
形

-A.
喜
海
音
義
成
立
以
前
の
新
訳
『
華
厳
経
』
読
論
音
に
お
け
る
漢
音
形
|

0
.

喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
の
漢
音
形

[
一
九
九
七
再
録
]
)

沼
本
(
一
九
八

O

で
漢
音
形
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

の
四
十
三
例
の
う
ち
、

反
切
・
同
音
字
注
と
仮
名
音

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

注
と
が
一
致
す
る
漢
音
加
点
例
を
、

す
べ
て
掲
げ
る
(
以
下
、
漢
音
読
に
は
、
左
傍
線
を
引
く
)
。

信
{
平
)
〈
際
陣
阪
〉
出
《
(
上
濁
)
彫
平
)
〈
際
情
阪
〉
軒
町
(
入
)
〈
於
歌
反
〉
闘
(
平
)

〆

ヱ

レ

イ

〈
渠
惰
反
)
似
(
平
濁
}
岳
(
上
)
僻
(
去
)
〈
阿
国
阪
〉
柴
(
上
)
〈
士
弓
反
〉
陣
(
平
}

1

1

1

1

1

1

1

1

1

レ

イ

チ

ヤ

ク

(
間
断
阪
〉
断
(
去
)
陣
(
去
二
師
同
医
〉
除
(
上
二
音
一
璽
〉
鐸
(
入
)
〈
徒

-
7

タ
ツ

各
反
〉
肘
(
去
)
〈
於
敬
反
〉
航
(
平
二
必
祭
反
)
快
(
去
)
〈
於
敬
反
〉
奪
(
入

ー

ヒ

E
f
i今、

濁
)
〈
徒
活
反
)
山
知
ゥ
(
平
除
去
二
於
管
反
〉
庇
(
平
二
卑
至
反
〉
陣
(
去

一

イ

ウ

ク

ヱ

(
於
敬
反
〉
郊
(
去
)
陳
(
平
)
〈
於
敬
反
〉
隣
(
上
)
〈
輿
久
反
〉
議
(
平
二
荒

p
l
y

フ
Z

ク
ワ
ノ

似
(
平
)
凱
(
上
)
〈
輿
久
反
〉
防
(
上
)
〈
音
酉
〉
龍
平
)
寛
(
平
}

本
稿
の
用
例
の
掲
げ
方
に
変
更
し
て
、

内
反
〉

字
音
加
点
例
が
少
な
い
も
の
の
、
新
訳
華
厳
経
の
立
田
読
語
は
、

平
安
初
期

に
お
い
て
、
漢
音
を
あ
る
程
度
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

2
.
新
訳
『
華
厳
経
』
平
安
後
期
点

O
聖
語
蔵
本
神
護
景
雲
御
願
経
『
華
厳
経
』
巻
第
三
十
五

華

厳

経

巻

目

σ
#
)
平
安
後
期
頃
朱
点

タ

ン

ケ

キ

モ

ノ

ネ

イ

マ

ウ

ヨ

ウ

漏
(
平
)
馳
奔
激
(
入
濁
)
(
五
凶
)
蚊
(
去
)
納
(
去
)
虻
(
上
)
蝿
{
平
)
(
十
一
括
)

心
(
十
三
一
回
)

ケ
キ

右
が
本
資
料
加
点
例
の
全
例
で
あ
る
。
そ
の
中
の
激
(
入
濁
)
は
、
漢
立
日
加
点

(-cJV
∞
 大
方
広
仏

設
(
平

例
で
あ
る
。

3
.
新
訳
『
華
厳
経
』
院
政
期
点

O
東
大
寺
図
書
館
蔵
本
院
政
期
点
(
貴
重
香
川
部
%
号
)
(
漢
音
形
を
挙
例
し
、
阿

一
字
に
呉
音
形
加
点
が
有
る
場
合
の
み
呉
音
形
例
も
{

】
内
に
記
し

ti'を

引
い
た
。
以
下
、
同
じ
。
)

キ

ン

カ

ウ

セ

ム

闘
阿
~
仰
(
平
潤
)
(
巻
第
初
)
|
[
謄
(
平
)
観

h
H
(巻
第
百
)

幹
飼
い
'
(
巻
第
自
問
)
往
観

h
H
r
(巻
第

河

)

礼

観

h
Hト
(
巻
第
白

河
)
嘗
観
作
何
十
(
巻
第
打
)
〕

レ

イ

チ

ヤ

ク

隣
同
~
鐸
(
入
)
(
巻
第
百
怜
)
|
【
賓
齢
t
花
(
巻
第
苅
)

フ

コ

、

ノ

奉
一
平
濁
)
観

金ci 
巻

仰1第
王ウ 64

湖~

彼

セ

ム

カ

ウ

セ

ン

カ

ウ

(
巻
第
“
)
|
{
櫓
(
平
)
抑

b
H
r
(巻
第
卸
)
瞬
(
平
}
糾
作
作

カ

ウ

カ

ッ

カ

ウ

カ

ウ

瞬
抑
h
H
'
(巻
第
位
)
渇
(
入
)
抑

h
H
(巻
第

白

)

柳

カ

ウ

キ

ノ

カ

ウ

仰

h
H「
観
(
巻
第
“
)
観
(
平
)
蜘
じ
円
同
十

セ

ン

ホ

ホ

羨
(
平
)
慕
(
上
濁
)
(
巻
第

η)
敬
慕
{
上

鱈巻
担シ第
:iji 62 

巻
巌第

|干 65
66 

巻)

第

(
巻
第
別
)
〕

閉
(
巻
第
市
川
)

キ

ツ

コ

ト

ク

ヤ

ウ

カ

フ

隔
は
~
孤
(
上
)
濁
(
入
濁
)
園
(
巻
第
ω
)
|
[
盈
(
去
)
総
伝
作
(
巻
第
卸
)

ニ

ン

カ

フ

潤
主
総

イ

フ

キ

ン

キ

ヨ

ク

ワ

ン

Z

〈
苦
官
反
〉
宥
(
去
)
〈
音
右
〉
巾
(
平
)
陣
(
平
濁
二
魚
様
反
〉
同
(
)
〈
古

P

I

l

l

チ

ア

ム

ク

ワ

ン

タ

イ

Z

還
反
〉
事
入
)
〈
下
音
薬
〉
擬
(
上
)
開
平
)
〈
烏
紺
反
〉
陳
|
(
平
}
〈
音
患
〉
大
(
平

濁
)
嘗
(
平
)
院
ノ
(
平
)
〈
音
還
〉
民
ゥ
(
平
)
院
(
入
濁
)
〈
莫
結
反
)

右
の
漢
音
形
が
、

宋
版
反
切
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

ヲ

用
宋
版
伝
来
以
前
の
新
訳

『
華
厳
経
』
読
諦
音
に
こ
れ
ら
の
漢
音
は
存
在
し

な
い
は
ず
で
あ
る
。

以
下
、
鎌
倉
初
期
以
前
の
『
華
厳
経
』
訓
点
資
料
を
調
査
す
る
。

1
.
新
訳
『
華
厳
経
』
平
安
初
期
点

石
山
寺
蔵
新
訳
『
華
厳
経
』
平
安
初
期
点
(
一
切
経
第
二
十
函
・
二
十
一
一
凶
)

(
巻
第
二
八
)
・
「
均
(
由
ク
反
〉
」
(
巻
第
七

は
、
漢
音
形
を
注
し
て
い
る
。

の
字
音
語
中
、

「
税
(
西
反
ご

五
)
・
「
表
〈
ホ
ウ
反
〉
」
(
巻
第
三
一
二
)

は
、
高
山
寺
蔵
『
新
訳
華
厳
経

音
義
』
・
同
新
訳
『
華
厳
経
』
寛
喜
点
で
も
、
漢
音
の
加
点
で
あ
る

o

y

ユ

輪
開
(
平
)
(
戸
鋭
反
〉
(
『
立
田
義
』
白
河
)
|
輸
(
上
}
陣
(
上
)
(
寛
喜
点
巻
二
十

ヨ

ク

シ

ー

ゥ

八

E
斗
)
、
駅
(
入
)
従
〈
像
力
反
〉
(
『
音
義
』

5
2
)
i問
(
入
)
従
{
去
濁
)
(
寛

喜
点
巻
七
十
五
ピ
M

)

(

『
音
義
』
所
在
凶
M

斗
は
、
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
二
冊

右
の
漢
音
形
三
例
の
う
ち
「
税
」

「吻」

の
ロ
頁
7
行
目
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
様
。
)

一
方
、
「
延
表
」
は
、

延
甲
山
王
(
莫
句
反
〉
(
『
音
義
』
品
目
い

)
l
E
{平
)
院
行
(
寛
喜
点
巻
二
十

ー

!

エ

ン

モ

ウ

二
別
別
巻
七
十
五

N
Z
)
・
延
(
薄
墨
朱
平
)
偉
い
A
(
薄
曇
朱
平
)
(
巻
三
十
三
寛
喜
点

打
)

(
以
下
、

同
一
字
の
呉
音
読
例
に
は
、
左
傍

平
安
初
期
の
訓
読
で
漢
音
で

と
、
呉
音
が
加
点
さ
れ
て
い
る

に
波
線

i
iを

引
く
)
。
乙
の
「
延
表
ご
は
、

あ
っ
た
も
の
が
、
鎌
倉
時
代
字
音
読
で
は
呉
音
に
な
っ
て
い
る
。

ト
位
十
(
巻
第
卸
)
】

エ

イ

ヘ

イ

ヘ

イ

峡
(
去
)
蔽
(
平
)
(
巻
第
mn
刊
日
訂
河
河
冗
)
隠
蔽
(
平
)
(
巻
第
臼
)

エ

イ

エ

イ

タ

ツ

第
臼
臼
)
交
(
去
)
峡
(
平
)
(
巻
第
ω
)
膜
(
去
)
奪
(
入
濁
)
(
巻
第
併
併
冗
)

エ

イ

イ

ウ

ク

ヱ

峡
(
去
)
(
巻
第
川
河
)
誘
(
上
)
議
(
平
)
(
巻
第
位
位
臼
併
併
μ
明
日
白
“
“
日

イ

ウ

ト

ウ

ト

ウ

寛
宥
(
去
)
(
巻
第
乃
)
投
手
)
彼
(
巻
第
日
)
投
手
)
草
(
巻

ト

ウ

ト

ウ

ク

ワ

シ

ヤ

ク

投
手
)
地
(
巻
第
臼
“
日
)
投
手
)
身
(
巻
第
併
併
)
関
{
平
}
鎗

キ

ク

ワ

ン

ク

ワ

ノ

ヘ

イ

機
(
上
)
関
(
平
)
(
巻
第
卸
冗
)
関
(
平
)
閉
{
平
)
(
巻
第
併
)

ニ

/

々

ノ

均

ノ

S
J
今〆

潤
(
平
)
津
(
入
}
(
巻
第
日
開
川
冗
)
悦
津
(
入
)

レ

イ

ク

ヰ

ロ

ウ

瞳
岡
~
薬
(
巻
第
日
)
危
(
平
)
糠

コ

内

ノ

ニ

鈎
(
平
)
餌
(
平
)
(
巻
第
冗
)

サ

ウ

ハ

ウ

癒
{
上
)
痕
{
平
)
(
巻
第
冗
)

キ
ム欽

(
平
}
歎
(
巻
第
ω
)

冊
旧
~
王
(
巻

セ

イ

ラ

細
(
去
)
羅
(
上
}

|蔽?
|平

蔭Zl二
き巻

乃
苅
)

第

引

)

(
入
)
(
巻
第
日
山
)

ソ

ウ

タ

ク

薮
(
平
)
津
{
入
)
(
巻
第
%
引
川
)

レ

イ

ス

イ

霊
(
平
)
瑞
(
平
濁
)
(
巻
第

η)

コ

ウ

サ

鈎
(
平
)
鎖
(
上
)

(
巻
第
打
)

降
レ
(
巻
第

ω)

サ
ウ磨

(
上
)
者
(
巻
第
乃
)

ト

ウ

セ

ン

闘
(
平
)
戦
(
平
)
(
巻
第
円
)

敏
(
上
濁
)
持
悌
(
巻
第
苅
)

掻
(
平
)
大
悲
(
巻
第
冗
)

ト

ウ

モ

ウ

童
(
去
濁
)
出
陪
ぽ
(
巻
第
臼
)

地
側
(
入
)
(
巻
第
臼
)

カ
ン

美
(
上
)
顔
(
上
濁
)
(
巻
第
河
)

第

刊

川

)

業

|闘叶痛1
頑gl!I!五

|計712空尋五
|き宮巻第 2

It~ィ?ラ巻第ぎ cf ゥ~ 63 

土警第)
夕日 76 
45 ~ 

(
巻
第
位
)

|戸市第

11カ:シぎノ

去
濁 τ?

空3事
c:; 63 

巻
第
66 

11キ切ム世

正問

(
巻
第
“

ζ
U
巧

f
J

zoro
、

O
聖
語
蔵
本
院
政
期
点

乙
種
写
経

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

巻
第
十
五

(
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
聖

語
蔵
経
巻
カ
ラ

l
n
u
'
m
版

通

番

N
E
C
)

キ

シ

エ

イ

ヘ

イ

僅
(
平
)
其
(
十
三
回
)
峡
(
去
)
蔽
(
平
)
(
一

8
)

レ

イ

チ

ヤ

ク

ヒ

タ

ク

鈴
(
上
)
鐸
(
入
)
(
四
打
)
破
(
平
)
津
(
入
)
(
十
二
叩
)

タ

ク

キ

フ

ン

日
)
悦
津
(
入
)
(
十
六
却
)
給
(
入
)
侍
(
平
濁
)
(
三

M
)

レ

イ

ト

ウ

セ

ン

霊
{
平
)
香
(
七

1
)

闘
(
平
)
戦
(
平
)
(
十
二
四
)

サ

ウ

セ

ツ

シ

ユ

ユ

霜
(
平
)
雪
(
入
)
(
十
五
却
)
須
(
上
)
奥
(
上
)
(
十
二
部
)

1 

隠ご
平

|蔽:

lF22|?113 IA ~ 

|婦時禁Z香十二 ~I平(七
去十二 十 27
人四三六)

9 



カ
ウ

【
婦
伽

h
同
ト
(
四
叩
)
】

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
十
七

キ

ン

エ

ツ

ク

ヰ

ヤ

ウ

親
(
平
)
謁
(
入
)
(
十
六
円
)
狂
(
平
)
乱
(
十
五

5
)

キ

ヤ

ウ

キ

ヤ

ウ

ロ
)
仰
{
上
濁
)
世
界
(
四
お
)
仰
(
上
濁
)
住
(
十
三

4
)

カ
ウ

住
陣
(
十
八

l
)
!
{
櫓
蜘

h
H
(九
引
)
】

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
五
(
通
番
N
-
M
M
)

レ

イ

チ

ヤ

ク

リ

ヤ

ウ

チ

ヤ

ク

カ

ウ

防
日
山
鐸
(
入
)
(
八

7
)
i
【
併
仏
陀
音
鐸
(
入
)
響
(
平
)
(
九

8
)
】

イ
ー
内
J

(九

2
)

化
誘
(
上
)
(
十
日
)

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
八
(
通
番
目
己
)

レ

イ

テ

ヤ

ク

エ

イ

テ

ツ

鈴
{
上
)
鐸
(
入
)
(
五
却
)
膜
(
去
)
徹
(
入
}
(
四
幻
六
却
)

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
十
三
(
通
番
N
-凶
-

)

イ
ウ誘

(
平
)
進
(
十
五
日
)

甲
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
三
十
一
(
通
番
宅
三
)

キ

ヤ

ウ

キ

ヤ

ウ

フ

ク

ト

ウ

入
仰
(
上
濁
)
(
五
日
)
仰
(
上
濁
)
覆
(
入
)
(
十
四
日
)
闘
(
平
)
誇
(
十
五

(
十
二
幻
)

通
番
N 

術フ a
平

仰1
ウ

上
濁

鋪1
去

|仰iこ

26 
甲
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
六
(
通
番
】
ま
血
)

カ

イ

セ

イ

階
(
去
)
剛

H
~
(ムハ
9
)

キ

ノ

カ

ウ

レ

イ

チ

ヤ

ク

マ

ウ

チ

ヤ

ク

【
観
(
平
)
抑

hl同
-
一
二
三
一
山
)
鈴
(
上
)
鰐
仁
ね
ん
(
六
%
山
)
網
{
去
)
僻
L
い
い
(
七

チ
ヤ
ク

日

)

鰐

L
れ
い
網
(
五

6
)
]

甲
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
十
三
(
通
番
右
$
)

モ

ウ

ト

ウ

シ

ユ

愚
蒙
(
平
)
(
九

2
)

闘
(
平
)
訟
(
平
濁
)
(
十
一
計
)

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
三
十
九
(
通
番
N
N
E
)

コ

ウ

ケ

イ

ト

正
后
(
去
)
(
四
日
)
計
(
去
)
都
(
上
)
(
十
八
日
)

4
.

新
訳
『
華
厳
経
』
鎌
倉
初
期
点

21 
'--' 凶畠キ

|平

|堅守宮
起塑

十
七
14 

モ

ウ

マ

イ

康
陪
昧
(
去
)
(
三
日
)

リ

ウ

チ

キ

隆
(
平
)
直
(
入
濁
二

(
十
二

M
)

乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
二
十
八
(
通
番
N
3
N
)

キ

ノ

カ

ウ

イ

ウ

!

開
ぽ
仰
(
平
濁
)
(
五

4
)

勧
陪
同
(
一
日
)
教
停
出
(
五
お
)
若
一
円

メ

ウ

フ

ヌ

ン

f
hノ

住
岡
(
十
四

M
)

闘
同
畑
山
貌
(
土
)
(
八
日
)
寛
ョ
(
平
)
宥
一
(
去
)
(
三
お
)

サ
イ片

岡
~
能
(
平
)
(
一
一
一

6
八
日
十
八

1
)

巌
障
問
(
七
辺
)
駅
(
去
)
艇
(
上

岡
ド
(
十
八

2
)

0 
金

|梯;剛
澗y 寺
脊ン蔵

嵯五本
σ 鎌

さ 倉

干盟
主主

レ
イ

利
型
(
七
十
八
)

5
.
新
訳

『
華
厳
経
』

読
諦
音
に
お
け
る
漢
音
形

調
査
で
き
た
訓
点
資
料
は
、

新
訳

『
華
厳
経
』

全
巻
が
残
存
す
る
の
で
は

な
く

密
な
加
点
で
も
な
い
。

『
新
訳
華
厳
経
立
日
義
』

そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、

で

指

摘

さ

れ

た

言

語

の

う

ち

昨

院

・

院

以

外

は

鎌
倉
時
代
初
期
以

前
の
漢
音
加
点
例
を
見
出
せ
た
。
さ
ら
に
、
右
の
挙
例
中
に
は
、
喜
海
撰
『
新

訳
華
厳
経
音
義
』

に
は
見
ら
れ
な
い
漢
音
加
点
例
も
存
す
る
。

よ
っ
て

喜
海
撰

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

成
立
以
前
の
新
訳

と『
言華
え厳

るT経

読
諦
音
に
、
比
較
的
多
く
の
漢
音
形
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た

二
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
反
切
・
同
音
字
注
の
整
理
・
分
析

-
B①
喜
海
音
義
の
反
切
・
同
音
字
注
が
反
映
す
る
中
国
語
音
l

喜
海
撰

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

の
宋
版
反
切
・
同
音
字
注
を
、

華
厳
経
読

請
音
史
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は

喜
海
撰

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

が
引
用

し
た
宋
版
反
切
・
同
音
字
注
を
整
理
・
分
析
し
、

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

反
映
す
る
中
国
音
を
推
定

四

O
高
山
寺
蔵
本
承
元
三
年
三
二

O
九
)
霊
典
加
点

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
六
十

巻
第
六
十
三
・
巻
第
六
十
七

巻
第
七
十
五
・
巻
第
七
十
九
(
第
一
四
函

M
お
お

u
n
)

ヰ

ヤ

ウ

ェ

イ

エ

イ

ヘ

イ

カ

ン

ホ

ツ

祭
(
平
)
快
同
山
(
巻
第
沖
)
険
回
~
蔽
(
平
)
(
向
上
)
聞
出
陣
髪
(
入
二
巻

第
乃
)
喜
陳
同
川
(
同
上
)
陣
満
(
向
上
)
牽
{
去
)
阪
行
問
(
同

フ

ウ

ヰ

ヤ

ウ

ク

ヱ

ン

レ

イ

上
)
調
(
去
)
詠
(
平
)
(
向
上
)
懸
(
去
)
布
(
向
上
)
巌
麗
(
平
)
(
向
上
)

ヲ

ウ

ウ

ツ

ト

ウ

ク

ツ

開
剖
(
平
}
(
向
上
)
婦
(
上
)
人
(
向
上
)
姦
(
平
}
欝
(
入
)
(
向
上
)
洞
(
平
)
窟

(
入
)
(
向
上
)
版
岡
山
於
彼
(
同
上
)
〔
礼
観

h
H
(巻
第
万
)
】

O
聖
語
蔵
本
鎌
倉
初
期
点

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
一

通
番
N
ご
M
)

巌
麗
(
平
}
(
三
却
)

乙
種
写
経

(
貞
永
二
年
〈
二
二
二
二
乙
浮

同右3弁
I~ 校

物立
書

カ

イ

セ

イ

コ

ー

÷

ウ

階
(
去
)
瑚
(
平
)
戸
(
土
)
踊
{
平
)
(

(七

6
)

9 
乙
種
写
経
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
十
三
(
貞
永
二
年
校
合
奥
書
、

通
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思四
10 

1T2{ ウ|誘4
;--ソま

す空
(十
十五
二 14
26 '-../ 

モ
ウ

群
蒙
(
平
)
(
十
ロ
)

機キ

上

乙
種
写
経

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

(
貞
永
二
年
校
合
奥
書
、

通

巻
第
十
四

( 肢と番

十蔭ZZF竺
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乙
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華
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地
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巻
第
二
十
七

(
十
一
日
)

(
十
四
日
)

(
十
五
打
)

し
か
し
、

宋
版
華
厳
経
(
小
双
紙
本
)
お
よ
び
宋
版
一
切
経
福
州
版
が
公
開
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
音
釈
に
関
す
る
先
行
研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。

高
田
時
雄
は

「
福
州
東
禅
寺
版
以
降
の
江
南
諸
蔵
に
は
函
末
あ
る
い
は

巻
末
に
立
自
縛
を
附
す
。
(
略
)
こ
れ
ら
各
蔵
経
の
音
縛
は
、

時
に
若
干
の
異
同

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
一
致
す
る
。

こ
の
音
縛
が
一
体
い
か
な

る
由
来
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
当
面
全
く
手
が
か
り
が
な
い
。

恐
ら
く
は
唐
末
五
代
頃
の
江
南
に
行
わ
れ
た
蔵
経
に
附
け
ら
れ
て
い
た
も
の

が
祖
本
で
、

る。」

と
推

測『
し間

町面
ニ録

の
引
く

「
某
某
経
音
」

の
類
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
た
、
山
本
秀
人
は
、
東
禅
寺
版
の
音
釈
反
切
に
「
音
義
一
瓦
」
と
し
て
『
玄

応
一
切
経
音
義
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、

は
部
分
的
で
あ
り
、
『
大
広
益
会
玉
篇
』
・
『
慶
韻
』
反
切
と
も

と
報
告
し
て
い
る
。

そ
れ

「
用
字
の
大

半
が
合
わ
な
か
っ
た
」

そ
こ
で
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
引
用
宋
版
反
切
を
、
中
国
中
古

音
の
体
系
と
対
照
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
異
同
が
見
ら
れ
た
。
そ

の
主
な
も
の
を
示
す
。
た
だ
し
、
党
語
音
訳
字
は
除
き
、
対
応
す
る
上
・
去

・
入
声
韻
を
平
声
韻
で
代
表
す
る
。
問
題
と
す
る
字
に
訓
点
が
加
点
さ
れ
て

そ
の
訓
点
も
記
す
。

い
る
場
合
は
、

【
声
類
】

1
.
重
唇
音
・
軽
唇
音
の
分
離

喜
海
撰
『
新
一
訳
華
厳
経
音
義
』
が
引
用
す
る
反
切
は
、
掲
出
字
と
反
切
上

字
の
膏
立
国
軽
重
が
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。

左
が
重
唇
音
・
軽
唇
音
の
不
一
致
例
の
す
べ
て
で
あ
る
。

O
重
唇
音
を
軽
唇
音
で
注
し
た
例

五



明
母
字
微
母
字
・
・
(
「
明
母
字
を
微
母
の
反
切
上
字
で
注
し
た
例
」
の
意
。
以
下
、

貿ム同

平様

亡
侯
反

メ
ウ抄

(
平
)
(
亡
沼
反
〉

(
-
品

-a)

焼
(
上
)
(
亡

(ニ
u
・ム)

彼
反
〉
(
=
・
品
)

ホ
ン

需
母
字
|
非
母
字
:
奔
(
去
)
(
甫
悶
反
〉
(
目
。
。
・
a
)

O
軽
唇
音
を
重
唇
音
で
注
し
た
例

微
母
字
|
明
母
字
:
栴
(
去
}
〈
莫
朗
反
〉
(
∞
三
)

ヒ都
(
平
)
〈
封
美
反
〉
(
呂
凶
)

重
唇
音
と
軽
唇
音
と
が
音
韻
と
し
て
区
別
さ
れ
る
の
は
、

降
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

八
世
紀
後
半
以

な
お
、
本
資
料
で
重
唇
音
と
軽
唇
音
と
を
区
別
し
な
い
例
に
は
、
重
属
胃
立
臼

を
軽
唇
音
で
注
す
る
例
に
比
し
て
そ
の
逆
は
少
な
い
こ
と
、
明
母
を
微
母
で

注
す
る
例
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
、
唐
代
諸
音
義
の
実
態
と
一
致
す
る
。

2
.

全
濁
声
母
の
無
声
化

掲
出
字
と
反
切
上
字
と
の
対
応
が
全
濁
声
母
の
無
声
化
を
反
映
す
る
、

解
釈
さ
れ
る
例
を
左
に
掲
げ
る
。

O
並
母
(
全
濁

)
l務
母
(
次
清
)
:
埠
(
平
)
〈
並
日
米
反
〉

(
N
0
・3
:
埠
(
平
)
(
疋

日目

反

(
市
町
一

N

・凶)

O
並
母
(
全
濁

)
l智
母
(
全
清
)
:
疲
(
平
)
(
彼
属
反
〉
(
司
・
3

0
奉
母
(
全
濁

)
I敷
母
(
次
清
)
:
軍
平
)
〈
芳
文
反
〉
(
∞
∞
-
H
)

キ

キ

O
群
母
(
全
濁
)
|
見
母
(
全
清
)
:
基
(
上
)
〈
居
之
反
〉

(
5・a)
岐
(
上
)
〈
殺

カ
ツ

濡
反
〉

(
5・
凶
)
掲
(
入
}
〈
居
謁
反
)
(
N
a
h
)

キ
フ

O
群
母
(
全
濁
)
|
暁
母
(
全
清
)
・
・
吸
(
入
)
〈
虚
立
反
〉
(
ご
A
H
b
)

O
澄
母
(
全
濁
)
|
端
母
(
全
清
)
:
槌
(
平
)
〈
都
田
反
〉

ツ
イ

2
3・
a
)
槌
(
平
)
〈
都

晶一田反〉

(-2
・ム)

カ
ツ

O
山
韻
字

l
剛
韻
字
:
忍
轄
{
入
)
〈
趨
八
反
〉
(
忠
弘
)

5
.

三
等
専
属
韻
と
同
掻
内
の
三
等
乙
類
韻
と
の
合
流

O
塩
韻
三
等
字
|
厳
韻
三
等
字
:
諮
(
平
)
〈
丑
搬
反
)
(
手
-
a
)

キ
フ

毘
笈
(
入
濁
)
(
其

劫
反
〉

(--N-a) 

O
元
韻
三
等
字
|
仙
韻
=
一
等
字
:
誼
(
平
)
〈
呼
員
反
〉

(
2
h
)

O
厳
韻
三
等
字
|
塩
韻
三
等
字
・
・
怯
{
入
}
〈
去
渉
反
〉
怖

(
=
-
M
)

四
等
韻
と
三
等
甲
類
韻
と
の
合
流

セ
イ

O
斉
韻
四
等
字
|
祭
韻
甲
類
字
:
階
瑚
(
上
)
〈
七
纂
反
〉
(
ニ
-
N

・
コ
b
)

O
添
韻
四
等
韻
字
!
塩
韻
申
類
字
:
悟
(
平
)
(
田
瞳
反
〉
然
(
合
込
)

O
先
韻
四
等
合
字
I
仙
韻
甲
類
合
字
:
縞
(
平
)
〈
古
発
反
〉
索
(
H
H
U
-
U
)

ン
ヤ
ク

O
青
韻
四
等
字
|
清
韻
甲
類
字
:
憂
感
(
入
)
〈
倉
亦
反
〉
(
当
・
凶
)

6 7
.
藻
韻
・
真
韻
・
欣
韻
の
合
流

O
藤
韻
字

l
真
韻
字
:
時
藻
{
平
)
〈
側
巾
反
〉

(
N
凶
-
a
)
不
壊
{
平
)
〈
側
巾
反
〉

2
3・3

$
!
ノ

O
真
韻
字
l
欣
韻
字
:
罪
聾
(
平
)
〈
許
近
反
〉

己
嬢
(
平
)
〈
側
巾
反
〉

(∞・凶)

(J3・凶)

8
.

支
掻
諸
韻
の
合
流

ヰ

O
支
韻
三
等
合
字
|
脂
韻
三
等
合
字
:
不
萎
(
平
}
(
於
追
反
〉
(
は
い
)

ル
イ

師
〈
所
類
反
〉

(
3・a)

飢
蘇
(
平
)
〈
力
追
反
〉
(
老
い
)
巌
(
平
)
〈
力

ス
イ

追
反
〉
朽
(
圭
い
)
衰
巌
(
平
)
〈
力
追
反
)
(
苫
込
)
肇
薬
(
平
濁
)
(
汝

水
反
〉
(
圭
-
M
)

華
薬
(
平
濁
}
〈
而
水
反
〉

(
3・3

キ

O
支
韻
三
等
閑
字
|
之
韻
三
等
開
字
・
・
騎
(
上
)
従
〈
其
記
反
〉
(
ま
-
a
)

〈
力
喜
反
〉
(
拭
-
U
)

金
麹
玉
濁
)
〈
詩
志
反
〉
(
司
・
品
)

O
支
韻
四
等
開
字

l
脂
韻
四
等
閑
字
・
・
欲
刺
(
上
)
〈
七
四
反
〉

(
Z
L
)

ヰ属(上

ル
イ

塵
累
(
平
)

定
刺
(
上

ム

ノ、

O
暫
母
(
全
清
)
|
並
母
(
全
濁
)
:
編
(
去
}
〈
蒲
典
反
〉

O
非
母
(
全
清
)
|
並
母
(
全
濁
)
:
粉
{
平
)
〈
蒲
悶
反
〉

O
見
母
(
全
清
)
|
匝
母
(
全
濁
)
:
絃
(
平
)
〈
胡
練
反
〉

O
端
母
(
全
清
)
|
澄
母
(
全
濁
)
:
槌
(
平
)
〈
直
追
反
〉

(
3・N
)

O
精
母
(
全
清
)
|
従
母
(
全
濁
)
:
担
{
上
}
〈
才
与
反
〉

(
3
L
)

・
担
(
上
)
〈
才

サ
イ

呂
反
〉
(
ロ
プ
品
目
L

・
3
・H)
・
担
{
上
)
〈
怒
目
反
〉

(
3・?
S
H
)
・
繊
(
平
)

(∞∞
-m) 

(
N
∞-
m
-
-
o
u
-
-
)
 

(品∞・凶)

(
昨
来
反
〉

(
M
M
・斗)

。。
暁清
母母

全次
清清

I I 
匝林
母母

全全
濁濁

酷2妾雪
上 入
〕軽

且ム 〈

会土

辰吉

(凶斗・凶)

(

j

v

「
凶
)

[
韻
類
】

q
u
 

一
等
重
韻
の
合
流

と

ツ
ウ

O
冬
韻
字
東
韻
一
等
字
:
統
(
去
)
〈
他
孔
反
〉
理

タ
イ

O
時
韻
字
|
泰
韻
開
字
:
逮
(
平
)
〈
庸
蓋
反
〉
十
(
昆
・
】
)

ラ
ム

O
談
韻
字
|
軍
韻
字
:
伽
藍
(
上
)
〈
郎
含
反
〉

(
M
∞-
M
)
 

(
M
∞-
H
)
 

二
等
重
韻
の
合
流

O
街
韻
字

l
成
韻
字
:
鷲
巌
(
平
濁
)
〈
五
繊
反
〉
(
斗
い
)

駅
(
平
濁
二
五
成
反
〉
轍

(
B
U
)

軒
艦
(
上
濁
)
〈
胡
減
反
〉
(
出
・
品

-sb)

4 
谷
(
巴
-
M
)

籍
1監2巌t
玉 平

濁 塑

軒~ ~ 
1監2胡五
ヱ減繊
/二反反
胡~ ~ 

(品
M

・M
・凶∞・

J
1
)

減
反

(∞凶
-
M
)

O
佳
韻
字
i
皆
韻
字
・
・
悌
(
平
二
古
奔
反
〉
惰
(
同
・
品
)

追
随
(
平
)
(
於
戒
反
〉
(
巴
-
M
)

非迫
隆7院1
平平

於烏
戒介
反反

(凶品・品-aH-a)

(
泡

-
N
)

キ
ヤ
ウ

O
耕
韻
字
i
庚
韻
字
・
・
隠
室
{
去
)
(
戸
庚
反
〉
(
∞
己
)

カ
ウ

堅
硬
(
平
)
(
顔
孟
反
〉

(
N
-
-
M
)
 

〈
七
四
反
〉
(
叶
∞
い
)

ク
ヰ

O
支
韻
三
等
合
字
i
微
韻
三
等
合
字
:
危
(
平
)
脆
〈
語
章
反
〉
(
き
い
)

キ

O
支
韻
四
等
開
字
之
韻
四
等
開
字
・
・
倶
相
(
上
)
(
経
以
反
〉
(
∞
∞
-
M
)

O
支
韻
四
等
字

l
脂
韻
三
等
字
:
週
避
(
平
)
(
蝉
致
反
〉

(
3
b
)

チ

O
脂
韻
三
等
関
字
1

支
韻
三
等
関
字
・
・
雑
(
上
}
(
直
爾
反
〉
喋

(
2
・M
)

O
脂
韻
三
等
関
字
|
之
韻
三
等
閑
字
:
弧
矢
(
上
)
〈
式
耳
反
〉
(
∞
c
b
)

キ

O
脂
韻
三
等
開
字
微
韻
三
等
開
字
・
・
聾
(
上
濁
)
(
其
既
反
〉
子

(E-会
)

O
脂
韻
四
等
閑
字
|
支
韻
四
等
関
字
・
・
脊
(
上
)
〈
子
祇
反
〉
嵯
(
当
い
)

O
之
韻
四
等
閑
字
微
韻
三
等
開
字
:
照
恰
(
平
)
〈
以
依
反
〉

キ

O
微
韻
三
等
閑
字
支
韻
三
等
開
字
:
機
(
上
)
〈
又

(∞
C
-
M
)
 

(
久
)
宜
反
)
閥

(
3・a)

育
韻
・
庚
韻
・
清
韻
と
蒸
韻
と
の
合
流
(
宋
代
音
の
反
映
)

キ

ヤ

ク

キ

ヤ

ク

O
青
韻
字
蒸
韻
字
:
瓢
撃
(
入
二
古
力
反
〉
(
己
-
M
)

拍
撃
(
入
)
(
古
力
反
〉

チ

ヤ

ク

ニ

ヤ

ク

雨
滴
丈
)
〈
都
力
反
〉
(
以
・
凶
)
懐
溺
(
入
)
(
奴
力
反
〉
(
当
-
H
)

9 

(凶凶・斗)
テ
フ

鏑
糠
(
入
)
〈
徒
力
反
〉

キ
ヤ
ク

O
庚
韻
字
蒸
韻
字
・
・
劇
(
入
)
〈
渠
力
反
〉
苦

(Z-M)

O
蒸
韻
字
i
清
韻
字
:
翼
(
入
)
〈
羊
益
反
〉
従

(
N凶

-a)

(品∞・】)

山
支
韻
・
脂
韻
・
微
績
(
止
掻
)
と
廃
韻
(
止
掻
)
・
轡
韻
・
祭
韻
(
蟹

掻
)
と
の
合
流
(
宋
代
音
の
反
映
)

O
支
韻
字
斉
韻
字
:
埠
(
平
)
〈
並
日
米
反
〉
現

(
N
0
・斗)

埠
(
平
)
〈
疋
詣
反
〉

現
(
巴
・
凶
)

右
に
掲
げ
た
喜
海
音
義
の
反
切
は
、
す
べ
て
宋
版
の
音
釈
・
音
義
か
ら
の

引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
右

l
s
m
の
事
項
は
、
慧
琳
『
一

切
経
音
義
』
(
七
八
八

i
八
一
O
年
撰
)
に
ま
と
ま
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
唐
代
音
、

七



あ
る
い
は
宋
代
音
に
特
徴
的
な
事
象
で
あ
る
。

的
に喜
反海
映音
し義
てが
い引
る7用
2し

た
宋
版
の
反
切
は

唐
代
音
お
よ
び
宋
代
音
を
部
分

三
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
」
反
切
・
同
音
字
注
と
仮
名
音
注
と
の
比
較

1
B
②
喜
海
音
義
の
反
切
・
同
立
国
字
注
と
仮
名
音
注
と
の
異
同
|

1
.
反
切
・
同
音
字
注
と
加
点
音
注
と
の
不
一
致
例

喜
海
立
日
義
が
引
用
し
た
宋
版
反
切
・
同
音
字
注
は

唐
代
音
お
よ
び
宋
代

音
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、

反
切
・
同
音
字
注
と
呉
音
読

を
中
心
と
す
る
伝
承
読
諦
音
加
点
注
と
の
不
一
致
例
が

前
節
の
挙
例
中
に

も
見
ら
れ
た
。

反
切
・
同
音
字
注
と
加
点
音
注
と
の
不
一
致
例
を
追

左
に

加
す
る
(
日
本
漢
字
音
の
清
濁
不
一
致
例
も
含
む
)
。

O
舵
(
平
像
作
作
〈
陳
陪
阪
)
(
∞
己
)
艦
(
平
)
紙
作
作
〈
際
陣
阪
〉

の
反
切
を
引
用
し
な
が
ら
も
、

(
、

1
0
・品

「
渠
格
反
」

呉
音
ゴ
ン
を
加

「
渠
鎮
反
」

O 
垣3点
イす
エる

子 z
冗語
反 例
〉が

存
す
る

エノ〈クワンに電
S
V

(
3・
凶
・
∞
凶
込
)
垣
(
平
)

仮
名
音
注
「
ク
ワ
ン
」
は
、
反
切
に
一
致
し
な
い
。

カ
ン

0
即
(
平
}
(
莫
来
反
〉
定
(
凶
∞

N
)
O軒
(
去
)
〈
虚
言
反
〉
櫨
(
包

-N)

O
酸
(
去
)
〈
蘇
官
反
)
楚
(
ど
い
)

O
完
(
去

〈
羽
元
反
〉

(
凶
一
円
斗
)

カ
ノ軒

(
去
)

(
許
言
反
〉
燈
(
主
-
A
H

・
出
・
品

-
S・品)

民
主
)
〈
蘇
官
反
〉
醐
(
怠
斗
)
駿
ン
(
去
)
〈
蘇
官
反
〉
劇
(
品
。
・
a)

濁
)
粒
〈
戸
宮
反
〉
(
ヨ
ピ

O
問
訊
(
平
濁
)
〈
下
音
信
〉
(
出
・
品

-
S・a
-
ゴ
い
)

O
信
臨
(
入
濁
)
(
下
音
逐
〉
(
虫

-
M
)
O奮
昨
(
平
濁
)
(
私
閏
反
〉
(
コ
-
N

・
圭
・
斗

チ
ヤ
ク

・
∞
ご

)

O
緋
ク
(
入
)
〈
渠
力
反
〉
苦

(
E
N
)
O鐸
(
入
)
〈
徒
各
反
〉
(
広
凶
)

キ
テ
ヨ
ク
穴
住

4
h

朱
d

納

字

也

ク

ヰ

O
樹
岐
(
上
)
〈
殺

F

j

爵
反
〉

(
5・3

0
危
(
平
)
〈
語
意
反
〉
脆
(
さ
い
)

ク
ヱ

O
龍
平
)
(
荒
内
反
)
(
当
-
M
)

新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
に
喜
海
音
義
成
立
以
前
か
ら
存
し
た
日
本
漢
音

は
、
唐
代
の
諸
音
義
か
ら
知
ら
れ
る
立
自
体
系
に
近
い
。
宋
代
音
と
し
て
本
稿

で
指
摘
し
た
反
切
も
、
仮
名
立
日
注
で
は
唐
代
音
と
差
が
無
い
。
そ
の
た
め
、

新
訳
『
華
厳
経
』
読
諭
音
に
宋
版
伝
来
以
前
か
ら
存
し
た
漢
音
読
は
、
宋
版

反
切
が
反
映
す
る
唐
宋
音
と
一
致
す
る
。

当
時
の
高
山
寺
で
は
、
宋
版
一
切
経
を
初
め
と
す
る
宋
版
諸
本
や
宋
の
文

物
を
積
極
的
に
蒐
集
し
て
い
た
。
宋
版
一
切
経
福
州
版
お
よ
び
多
く
の
南
宋

版
章
疏
の
高
山
寺
請
来
は
、
建
保
三
年
(
一
一
一
一
五
)
頃
と
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
宋
版
を
参
照
・
学
修
し
た
喜
海
は
、
新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
立
回
に
存
す

る
漢
音
と
一
致
す
る
反
切
が
有
る
こ
と
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。
喜
海
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
新
来
の
宋
版
音
注
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
新
た

な
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
を
作
成
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
先
に
示
し
た
通
り
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
の
反
切
・
同
音
字

注
と
加
点
さ
れ
た
仮
名
音
注
・
声
点
と
は
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
唐
宋

立
日
を
反
映
す
る
宋
版
反
切
を
引
用
し
な
が
ら
、
呉
音
読
中
心
の
伝
承
読
諦
音

を
加
点
し
た
た
め
で
あ
る
。

中
国
出
自
の
反
切
を
記
し
つ
つ
伝
承
読
諭
音
を
加
点
し
た
例
は
、

他
に
も

存
す
る
。

ホ

ウ

ホ

ウ

カ

ウ

O
醍
醐
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
平
安
後
期
点
|
賓
〈
博
抱
反
〉
・
報
〈
博
耗

ク

ル

ウ

〔

2
4
v

反
〉
・
不
〈
方
久
反
〉
・
風
〈
方
隆
反
〉
な
ど
。

ヲ

ウ

カ

ン

O
唐
招
提
寺
蔵
『
孔
雀
経
音
義
』
院
政
期
点
|
量
(
烏
江
反
〉
・
顔
〈
牛
年

セ

ィ

ケ

キ

〈

2
5
)

反
〉
・
征
〈
尚
楊
反
〉
・
撃
(
渠
悪
反
〉
な
ど
。

ヰ

ク

ワ

ン

タ

O
『
蒙
求
』
一
三
二

O
年
頃
点
遺
〈
以
酔
反
〉
・
冠
〈
古
段
反
〉
・
堕
〈
徒

果
反
)
・
瞭
〈
苦
誘
反
〉
な
ど
。

し
た
が
っ
て
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
が
採
っ
た
伝
承
読
論
音
優

人

以
下
、
多
数
の
類
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

大
部
分
は
、

反
切
・

同
音
字
と
一
致
し
な
い
伝
統
的
な
華
厳
経
読
請
音
を
加
点
し
た
た
め
に
生
じ

た
不
一
致
例
で
あ
る
。

2
.
反
切
・
同
音
字
注
と
加
点
音
注
と
の
一
致
例

方

す
で
に
記
し
た
と
お
り
、

引
用
反
切
・
同
音
字
注
と
加
点
音
注
と

が
一
致
す
る
例
も
存
す
る
。

し
か
し
、
本
音
義
の
仮
名
音
注
全
体
の
中
に
、
反
切
・
同
音
注
に
依
っ
た

ニ

ヲ

ハ

ウ

「
市
〈
方
久
反
〉
」
「
資
(
博
抱
反
ご
の
類
は
無
い
。

と
し
か
解
し
得
な
い

四
、
喜
海
撰
明
新
訳
華
厳
経
音
義
』
音
注
の
新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
史
上

へ
の
位
置
づ
け

B 
③ 

1 

こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果

以
上
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
は
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
成
立

以
前
か
ら
比
較
的
多
く
の
漢
音
形
を
交
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宋
版
の

反
切
・
同
音
字
注
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

二
、
喜
海
撰

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
が
引
用
す
る
宋
版
の
反
切
・
同
音
字

中
国
唐
代
音
お
よ
び
宋
代
音
と
一
致
す
る
部
分
を
含
む
。

注
は
、

三
、
喜
海
撰

『
新
訳
華
厳
経
立
日
義
』

の
仮
名
音
注
に
は

宋
版
の
反
切

同
音
字
注
に
一
致
し
な
い
呉
音
読
加
点
例
が
多
い
。

方

反
切
・
同

音
字
注
に
依
ら
ね
ば
生
じ
な
い
仮
名
音
注
は
無
い
。

2
.
考
察

右
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
喜
海
は
な
ぜ
、
宋
版
の
立
日
注
か
ら
成
る
『
新
訳
華

厳
経
音
義
』
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
の
方
針
は
、
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。

喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
に
お
い
て
も
、
『
法
華
経
』
『
大
般
若
経
』

同
様
、
中
国
出
自
の
反
切
と
伝
承
読
諦
音
と
が
異
な
る
場
合
は
、
伝
承
読
諦

音
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
喜
海
音
義
の
加
点
を
基
に
、
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
識
語
本
が
加
点
さ
れ
た
乙
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
新
訳
コ
華
厳
経
』
読
諦
に
お
い
て
も
、
伝
承
音
の
読
諦
・
加
点
が
行
な

わ
れ
て
い
っ
た
。

の
音
注
は
、
漢
音
読
を
交
え
て
伝
承
さ
れ

て
き
た
読
詞
音
に
新
来
の
宋
版
音
注
に
よ
る
根
拠
を
与
え
、
嘉
禄
三
年
(
一

二
二
七
)
の
時
点
に
お
い
て
伝
承
読
諦
音
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
『
華

厳
経
』
読
請
立
国
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

五
、
結
論

本
稿
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
は
じ
め
に
設
定
し
た
問
題
二
点
に
つ
い
て
、

次
の
結
論
を
得
た
。

A
.

新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
に
、
宋
版
反
切
の
引
用
に
よ
っ
て
漢
音
に
変

更
さ
れ
た
も
の
が
存
す
る
の
か
。

新
訳
『
華
厳
経
』
読
諦
音
は
、
宋
版
反
切
の
影
響
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る

こ
と
は
無
か
っ
た
。

B
.

新
訳
『
華
厳
経
』
音
読
史
に
お
い
て
、
喜
海
撰
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

の
音
注
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
。

引
用
の
宋
版
音
注
は
、
漢
音
読
を
交
え
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
新
訳
『
華
厳

経
』
読
諦
音
に
中
国
正
式
音
注
の
根
拠
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

喜
海
音
義
以
前
も
以
後
も
、
新
訳
『
華
厳
経
』
は
、
呉
音
読
中
心
の
伝
承
音

で
読
請
さ
れ
続
け
た
。

九



泉
涌
寺
俊
抗

や

禅

僧

に

よ

る

唐

音

受

容

・

中

国

語

学

習

が

進

め

ら

れ

、

宋

・

元

の

禅

僧

が

次
々
と
来
日
し
わ
せ
そ
の
時
代
に
、
複
数
の
入
宋
僧
を
含
む
高
山
寺
明
恵
恥
即

喜
海
が
『
新
訳
華
厳
経
立
日
義
』

を
撰
し
た
鎌
倉
時
代
に
は
、

は

、

宋

の

文

物

を

積

極

的

に

取

り

入

れ

な

が

ら

も

『
華
厳
経
』

の

伝

承

読

諦
音
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
た
。

本

稿

に

よ

っ

て

知

ら

れ

た

事

柄

は

、

日

本

に

お

け

る

当

該

仏

典

読

議

の

意

義
を
考
え
る
際
に
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

注l 

沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、

武
蔵
野
書
院
)
等
、
参
照
。

2 

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
(
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
)
八
六
頁
。

3 

小
西
甚

『
文
鏡
秘
府
論
考

研
究
篇
上
』
(
一
九
四
八
年
、
大
八
洲
出
版
)
、
吉

回
金
彦
「
中
古
日
本
呉
音
の
表
記
史
的
考
察

-
法
華
経
単
字
の
反
切
と
字
音
を

め
ぐ
っ
て
|
」
(
「
静
岡
女
子
短
期
大
学
紀
要
」

4
、

一
九
五
七
年
十
月
)
、
注
(
2
)

沼
本
著
書
第
一
部
第
三
章
、
参
同
問
。

築
島
裕
「
大
般
若
経
音
義
諸
本
小
考
」
(
「
東
京
大
学
教
養
部
人
文
科
学
科
紀
要

4
)
 

幻
(
国
文
学
・
漢
文
学
)

一
九
六

O
年
三
月
)
、
注
(
2
)
沼
本
著
書
第
一
部
第
一
章

第
二
章
、
参
照

5 

池
田
証
寿
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
高
山
寺
旧
蔵
本
宋
版
華
厳
経
調
査
報
告
(
一
)
」
(
『
平

成
十
六
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
、
高
山
寺
典
籍
文
書

二
O
O
五
年
三
月
、
毛
針
'
M
N
)

、
同
「
高
山
寺
蔵
新
訳
華
厳
経
音
義

綜
A
口
調
査
団
、

と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
版
華
厳
経
」
(
石
塚
晴
通
教
授
退
職
記
念
会
編
『
日
本
学
・

敦
燈
学
・
漢
文
訓
読
の
新
展
開
』
汲
古
書
院
、
二

O
O
五
年
五
月
、
宅
問
問
)
、
同

「
高
山
寺
臓
新
謬
華
巌
経
音
義
に
つ
い
て
」
(
『
漢
文
読
法
と
東
ア
ジ
ア
の
文
字
』

新
ノ
(
平
)
(
一

7
)
」
が
全
例
で
あ
る
。
仮
名
音
形
は
い
ず
れ
も
漢
呉
同
音
で
あ
る
た

め
、
漢
音
形
の
加
点
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
飯
田
剛
彦
「
聖
語
蔵
経
巻

「
神
護
景
雲
二
年
御
願
経
」
に
つ
い
て
」
(
二

O
一
二
年
三
月
、
「
正
倉
院
紀
要
」

第

M
号
)
に
お
け
る
紙
背
墨
書
・
写
経
所
文
書
の
研
究
か
ら
、
「
神
護
景
雲
二
年
御

願
経
」
の
大
部
分
は
宝
亀
年
聞
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

以
下
、
聖
語
蔵
本
の
調
査
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
聖
語
蔵
経
巻
カ
ラ

l

。UE
同
版
に
依
り
、
そ
の
資
料
連
番
を
記
す
。キ

シ

キ

ン

E
Y

キ
ン

3
ノ

(
日
)
華
厳
経
読
訴
に
お
け
る
漢
音
形
に
は
、
「
親
」
が
「
観
(
平
)
謁
(
入
軽
)
」
「
観
(
平
)
飢
一
平

濁
)
」
の
語
に
限
っ
て
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
語
に
よ
っ
て
出
現
が
偏
る
も
の
が
有
る
。

平
安
時
代
に
お
い
て
す
で
に
、
華
厳
経
読
舗
の
中
心
で
あ
る
呉
音
と
は
異
な
る
漢

音
を
、
常
用
の
単
語
音
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、

榎
木
久
薫
「
字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経

-
漢
音
系
{
子
音
の
混
入
に
つ
い
て
|
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
三
輯
、

。

0
0
年
十
月
)
に
お
い
て
、

沼
本
(
一
九
八
二
)
が
挙
げ
る
法
華
経
・
大
般
若
経

に
お
け
る
漢
音
読
字
と
一
致
す
る
こ
と
を
紹
介
し
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

榎
木
論
文
で
は
、
新
訳
華
厳
経
の
字
音
直
読
が
寛
喜
元
年
(
一
三
二
九
)
の
加
点

本
か
ら
始
ま
る
と
し
て
、

そ
の
時
点
で
の
問
題
に
特
定
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、

呉
音
読
中
心
資
料
に
見
ら
れ
る
漢
音
形
の
問
題
を
扱
っ
た
佐
々
木
勇
「
親
鷲
自
筆

『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
漢
音
に
つ
い
て
」
(
「
国
文
学
孜
」
第
一
山
号
、
二

O
一

三
年
九
月
)
も
、
御
参
照
願
い
た
い
。

し
か
し
、
「
蛇

(
f
f
(上
濁
)
」
は
、
『
華
厳
経
』
本
文
「
海
水
至
僅
其
半
」
で
あ
り
、

一
語
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
喜
海
音
義
の
出
典
で
あ
る
開
元
寺
版
宋
版
一
切
経
音

稗
も
「
僅
〈
渠
鎮
反
ご
と
単
字
で
掲
出
し
て
い
る
。
呉
音
読
中
心
の
仏
典
に
お
け

る
漢
音
混
入
に
は
、
い
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る

( 

12 

高
田
時
雄
「
可
洪
髄
函
録
と
行
治
内
典
随
函
音
疏
」
(
『
中
園
語
史
の
資
料
と
方
法
』

(
一
九
九
四
年
、
京
都
大
撃
人
文
科
撃
研
究
所
)
注
(
お

。

ソ
ウ
ル

太
学
社
、

三
O
O
五
年
十
三
月
)
、
同
「
高
山
寺
競
新
譜
華
殿
経
音
義
和

宮
内
聴
書
陵
部
綴
宋
版
華
巌
綬
」
(
『
日
本
挙
・
敦
爆
撃
石
塚
晴
通
教
授
退
職
紀

念
論
文
集
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
二

O
O
五
年
十
二
月
、

3
加

Em)、
同
「
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
高
山
寺
旧
蔵
本
宋
版
華
厳
経
調
査
報
告
(
二
ご
(
『
平
成
十
七
年
度
高
山

寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
、
二

O
O
六
年
=
一
月
、

3
加

lm)、
同
「
高
山
寺
新
訳
華
厳
経
音
義
と
宋
版
大
蔵
経
」
(
『
平

成
三
十
五
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
、
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
、

一
O
一
四
年
三
月
)
、
佐
々
木
勇
「
宋
版
の
注
文
か
ら
作
成
さ
れ

た
日
本
文
献

高
山
寺
蔵
喜
海
撰
『
新
語
華
厳
経
音
義
』
」
(
「
国
語
と
国
文

学
」
二

O
一
六
年
五
月
刊
行
予
定
)
、
参
照

6 

注
(
2
)
沼
本
著
書
、

一
一
一
二
百
九
。

7 

沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
(
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
〈
一

九
八

O
年
、
東
京
大
学
出
版
会
〉
所
収
。
後
、
注
(
2
)
沼
本
著
書
に
収
載
(
そ
の
一

一
五
頁
)
)
。

8 

大
坪
併
治
『
石
山
寺
本
大
方
広
仏
華
厳
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
(
一
九
九
二
年
、

風
間
書
一
房
)

二
二
頁
お
よ
び
の
原
本
調
査
に
依
る
。
大
坪
著
書
記
載
の
二
十
四
例

に
、
原
本
調
査
で
若
干
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た

9 

榎
木
久
薫
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
加
点
字
翻
刻
並
び
に
分
韻

表
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
一
一
一
輯

一
九
九
八
年
五
月
)
お
よ
び
原
本
調
査

に
よ
る

10 

築
島
裕
「
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
調
査
報
告
(
二

ー
奈
良
時
代
書
写
の
華
厳
経

に
つ
い
て

i

皿
付
論

i
一
三
南
都
悌
教
」
第
八
十
六
号

二
O
O
五
年
十
二
月

第
二
巻
』
〈
二

O
一
五
年
、
汲
古
書
院
〉
所
収
)
に
も
、
仮
名

立
日
注
の
指
摘
が
有
る
ο

同
じ
く
、
築
島
論
文
で
訓
点
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

『
築
島
裕
著
作
集

て
い
る
聖
語
蔵
本
神
護
景
雲
御
願
経
『
華
厳
経
』
巻
第
三
十
九
(
】
己
忠
大
方
広
仏

華
厳
経
巻
第
三
九
)
平
安
後
期
頃
朱
点
の
加
点
例
は
、
「
蛇
(
去
)
誠
(
一

3
)
・
配
(
平
)

(
日
)

山
本
秀
人
「
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
解
題
(
二
)
(
立
日
義
)
」
(
『
醍
醐
寺
蔵
宋
版

一
切
経
目
録
』
第
一
冊
、

二
O
一
五
年
三
月
)
。

(
は
)

声
類
で
は
恒
母
・
子
母
、
従
母
・
邪
母
、
船
母
・
常
母
の
合
流
、
韻
母
で
は
厳
韻

三
等
乙
類
字
・
塩
韻
三
等
乙
類
字
と
添
韻
四
等
字
と
の
合
流
か
と
解
さ
れ
る
例
な

ど
が
存
す
る
。
少
数
例
で
あ
る
た
め
、
挙
例
を
止
め
た
。

( 

15 

平
山
久
雄
「
唐
代
音
韻
史
に
於
け
る
軽
唇
音
化
の
問
題
」
(
「
北
海
道
大
学
文
学
部

紀
要
」

日

(
2
)
、

一
九
六
七
年
三
月
)
、
参
照

(
M
m
)
 

(
口
)

(

同

日

)

大
島
正
二
『
唐
代
字
音
の
研
究
』
(
一
九
八
一
年
、
汲
古
書
院
)
、
参
照
。

注
(
5
)
諸
論
文
、
参
照

黄
淳
伯
『
慧
琳
一
切
経
音
義
反
切
放
』
(
一
九
三
六
年
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
専
刊
六
)
、
河
野
六
郎
「
慧
琳
衆
経
音
義
の
反
切
の
特
色
」
外
『
河
野
六
郎

著
作
集

2
』
(
一
九
七
九
年
、

平
凡
社
)
所
収
論
文
、
注
(
行
)
平
山
論
文
、

根
谷

徹
『
中
古
漢
語
と
越
南
漢
字
音
』
(
一
九
九
三
年
、
汲
古
書
院
)
等

(

川

口

)

宋
版
引
用
反
切
が
中
古
音
反
切
と
大
部
分
一
致
し
な
い
の
は
、
そ
の
反
切
が
唐
代

音
お
よ
び
宋
代
音
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
び
の
検

討
が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
未
活
用
の
唐
代
音
・
宋
代
音
資
料
が
大
量
に
出
現
し
た

こ
と
に
な
る
。
東
禅
寺
版
以
降
の
宋
版
音
釈
の
全
体
的
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

20 

そ
れ
ら
に
は
、
江
南
方
言
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
有
る
。

ク
ワ
ン
(
エ
ン
に
朱
訂
)

ま
た
、
垣
(
平
}
塘
〈
上
音
丸
[
「
縁
」
に
朱
訂
]
)
(
き
叶
)
で
は
、
相
当
す

る
音
注
は
小
双
紙
本
に
存
せ
ず
、
開
元
寺
版
「
上
音
圏
一
音
丸
」
か
ら
二
音
丸
」

の
方
の
み
を
喜
海
は
引
用
し
て
い
る
。
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経

字
音
点
で
も
、
民
ノ
(
平
)
配
ゥ
(
上
)
(
巻
第
六
四

8
)
・
民
ノ
(
墨
平
)
(
巻
第
六
六

m
m
)

の
加
点
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

と
、
「
ク
ワ
ン
」

-
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
で
は
、
伝
承
字
音
読
に
合
う
音
注
を
選
択
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
大
部
分
は
、
反
切
に
合
わ
せ
て
後
に
「
エ
ン
」
に
朱
訂
さ
れ
、
「
音
丸
」
も

縁
」
に
朱
訂
さ
れ
て
い
る



(
引
}

有
坂
秀
世
『
上
代
音
問
酬
曲
ど
(
一
九
五
五
年
、
三
省
堂
〉
、
蔵
堂
明
係

『
漢
音
と
呉

{
付
記
]

資
料
調
査
の
た
め
、

官
岡
山
寺

・
石
山
寺

・
醍
糊
寺
・
害
後
総

・
東

大
寺
図
書
館

・
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
吉
写
経
研
究
所
御
当
局
、

な
ら
び
に
高
山
寺
お
よ
び
石
山
寺
聖
教
調
査
団
の
皆
織
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
・
ま
た
、
本
稿
は
、

平
成
幻
年
日
月

8
日
に
東
京
大
学

山
上
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
第
川
凶
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
に
お
け

る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
.
当
日
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
穏

種
の
お
教
え
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

投
稿
後
、
登
説
委
員
の
皆
様

音
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
」
十

一
九
五
九
年
)
、
浴
田
新
進
『
中
国
音
韻
史
論

か
ら
貴
重
な
ど
意
見
を
頂
戴
し
、
全
体
的
に
改
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
.
配
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
.

[
さ
さ
き

い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
綬

考
』
{
一
九
六
四
年
、
武
蔵
野
魯
院
}
‘
河
野
六
郎
『
河
野
六
郎
著
作
集
2
』、

水
谷

真
成
『
中
国
語
史
研
究
』
二
九
九
四
年
、

三
省
堂
)
等
。

(n) 

第
三
』
(一

九
州
三
年
、
存
秋
社
総
柏
館
)
『
由
市

代
に
於
け
る
官
軍
鍛
敏
感
曲
四
時
胞
の
織
的
』‘

多
照
・

崎
市
盤
大
定
『
支
郷
悌
教
の
研
究

(
お
)

大
塚
紀
弘
「
官
岡
山
寺
の
明
恵
集
団
と
宋
人
」
(
『東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
繋
」

第
初
号
、

二
O
一
O
年
三
月
三

(
M
H
}
 

{
お
)

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
管
の
緩
史
恥
(
一
九
八
六
年
、
東
京
堂
出
版
}
加
頁
・

佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』
(
ニ
O
O
九
年
、
滋
省

省
院
}
川
町
民
.

沼
本
克
明
「
続
編
漢
卑
H

に
於
け
る
学
習
車
口
の
介
入
|
務
求
字
書
目
点
の
場
合

l
』(「
鎌

26 

倉
時
代
語
研
究
」
第
十
線、

の
-
四
三
頁
)
・

一
九
八
七
年
五
月
三
後
、
注
(
2
)著
書
に
収
載

(そ

{
幻
}

現
代
の
漢
和
辞
典
に
お
い
て
、
中
国
中
古
車
H

の
反
切
を
引
用
し
つ
つ
、
漢
音

・
四円

a
H
鑑
守
は
伝
統
的
な
日
本
漢
字
管
を
犯
す
方
針
も
、
こ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
・

28 

注
(
7
}沼
本
論
文
、
国
情
木
久
薗凧

『
高
山
寺
蔵
官
見
書
元
年
総
絹
本
新
訳
議
厳
絡
を
め

29 

ぐ
っ
て
』
(「
鎌
倉
時
代
締
研
究
」
第
十
九
絡
.

有
坂
秀
世
『
国
語
音
鎖
史
の
研
究

一
九
九
六
年
八
月
三

幽
唱
惜
畑
新
版
h

{

一
九
五
七
年
、
三
省
堂
〉
、
湯

沢
帽
周
#
申
『
唐
奮
の
研
究
』
(
-
九
八
七
年
、
勉
暗
剛
弘
札
)
、
佐
藤
武
義

『
中
世
文
化
と

6
h
ご

九
八
八
年
、

明
治
省
院
〉
所
収
)
、
注
(
2
)沼
本
箸

省
、
領
本
抽
伊
『
中
世
の

U
本
僧
と
中
国
紛
』
(
『
歴
史
と
地
理
」
第
如
号
、

ニ
O
O

賄事口」

{
『
漢
字
餓
鹿

{
苅
)

三
年
九
対
、
山
川
出
版
社
)
、
診
照

注
(
お
)
大
塚
治
文
、
参
照
・


